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昭和54年10月15日発行

　　第239号

新潟県松代町公民館

電話松代7－2301番

印刷・松代印刷所

町
議
会
第
3
回
定
例
会

　
9
月
2
6
日
、
町
議
会
第
3
回
定
例
会

が
招
集
さ
れ
、
昭
和
5
3
年
度
決
算
の
認

定
な
ど
11
件
の
議
案
が
付
議
・
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
議
決
さ
れ
た
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

報
　
告
　
事
　
項

◇
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

○
旧
松
代
中
学
校
校
舎
を
大
島
村
あ
や

　
め
建
設
に
売
却
し
ま
し
た
。

コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
作
業
（
室
野
生
産
組
合
）

○
旧
孟
地
中
学
校
校
舎
、
寄
宿
舎
を
片

　
桐
山
山
岸
建
設
工
業
所
に
売
却
し
ま

　
し
た
。

o
基
礎
集
落
圏
防
雪
体
制
整
備
事
業
管

　
理
棟
建
築
工
事
の
契
約
に
つ
い
て

　
工
事
費
　
四
、
一
五
〇
万
円

　
請
負
者
　
松
代
・
中
村
工
務
店

　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
群
平

　
　
（
5
4
年
7
月
7
日
指
名
競
争
入
札
）

○
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
税
率
等

　
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
4
件
に
つ
き
専
決
処
分
し
た

こ
と
を
報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
　
決
　
事
　
項

◇
5
4
年
度
『
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4

　
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
八
、
一
七
七
万
円
が
追
加
さ
れ

総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
二
三
億
四
、
七
六
九

万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
歳
出
」
主
な
も
の

○
衆
議
院
議
員
選
挙
費
　
三
五
七
万
円

○
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
万
円

○
林
道
整
備
事
業
　
犬
伏
松
苧
山
線
・

　
室
野
城
山
線
測
量
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

o
道
路
新
設
改
良
費
二
、
三
〇
一
万
円

○
新
田
墓
地
移
転
費
　
　
二
八
二
万
円

○
松
代
小
・
孟
地
小
水
道
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
万
円

○
統
合
中
学
校
竣
工
式
費
、
自
転
車
小

　
屋
建
築
費
等
　
　
　
　
三
一
三
万
円

○
郷
土
資
料
館
購
入
費

　
（
池
尻
・
室
岡
倉
二
宅
　
建
物
二
棟

　
土
地
二
、
五
四
一
、
勉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
七
〇
万
円

○
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
（
4
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〇
万
円

○
旧
奴
奈
川
中
学
校
火
災
復
旧
事
業
債

繰
上
償
還
分

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
二
〇
万
円

（
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
n



「
歳
入
」
主
な
も
の

○
地
方
交
付
税

○
県
支
出
金

○
財
産
収
入

○
諸
収
入

四
、

二
、

六
四
〇
万
円

一
九
八
万
円

六
八
五
万
円

六
五
三
万
円

◇
社
会
福
祉
法
人
の
助
成
に
関
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
救
護
施
設
等
を
運
営
す
る
法

人
に
対
す
る
助
成
措
置
に
関
す
る
条
例

で
す
。

◇
財
産
の
取
得
に
関
す
る
契
約
に
つ
い

　
て
　
町
の
郷
土
資
料
館
と
し
て
使
用
す
る

た
め
に
池
尻
・
室
岡
倉
二
氏
の
住
宅
・

倉
庫
・
土
地
（
二
、
五
四
一
，
勉
）
を
一
、

四
五
〇
万
円
で
購
入
す
る
も
の
で
す
。

◇
大
字
・
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　
鳥
島
地
区
県
単
圃
場
整
備
事
業
の
完

了
に
伴
い
、
全
耕
地
を
大
字
太
平
字
鳥

島
と
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

◇
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　
儀
明
字
牛
池
を
起
点
に
字
中
ノ
田
一
、

五
三
八
番
の
一
を
終
点
と
す
る
一
、
○

八
一
m
を
町
道
に
認
定
し
ま
し
た
．

（
儀
明
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
に
よ
り
、
現

国
道
を
大
島
村
の
境
界
ま
で
町
道
と
し

た
も
の
で
す
。
）

◇
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
に
関
す

　
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
次
の
4
点
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
国

の
行
政
機
関
に
発
送
す
る
も
の
で
す
。

一
、
　
老
令
者
医
療
保
険
に
関
す
る
制
度

　
改
革
を
早
期
に
断
行
す
る
こ
と
。

一
、
　
高
額
療
養
費
に
対
す
る
国
庫
負
担

　
（
負
担
率
2
分
の
ー
）
の
制
度
を
確

　
立
す
る
こ
と
。

一
、
　
臨
時
財
政
調
整
交
付
金
は
、
療
養

　
給
付
金
の
5
彩
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
、
　
保
険
者
事
務
費
に
つ
い
て
は
、
実

　
質
金
額
国
庫
負
担
と
す
る
こ
と
。

◇
昭
和
5
3
年
度
［
般
会
計
・
国
民
健
康

　
保
険
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
事
業
特

　
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
。

◇
町
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
同
意
を
得
た
委
員

　
万
羽
卓
司
（
再
任
）

　
　
　
明
治
4
2
年
5
月
1
6
日
生
・
松
代

聖
台
風
1
6
号
町
を
襲
う

　
1
0
月
1
日
未
明
、
台
風
1
6
号
が
町
を

通
過
、
こ
の
た
め
稲
作
、
野
菜
、
葉
タ

バ
コ
等
農
作
物
に
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。
町
の
調
べ
で
は
、
ハ
ゼ
場
の
倒

壊
が
七
三
〇
カ
所
、
稲
の
流
出
が
一
二

〇
束
、
葉
タ
バ
コ
の
被
害
が
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
の
倒
壊
等
を
入
れ
て
約
五
〇
〇
万

円
の
損
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

倒
壊
し
た
ハ
ゼ
場

↓
池
の
畑

↑
東
　
山

（2）

　
　
　
　
　
　
↓
倒
壊
し
た
か
ん
そ
う
場

大
き
な
被
害
を
受
け
た
東
山
地
区
葉
タ
バ
コ

　
　
　
　
　
　
↑
パ
イ
プ
・
ハ
ウ
ス



磐《町》

峯《の》

窺《家》

　　　《計》

甥《簿》

囹
歳
入

　
　
二
一
億
六
千
七
六
一
万
円

幽
歳
出

　
　
二
〇
億
九
千
四
六
〇
万
円

　
歳
入
決
算
額
は
、
二
一
億
六
千
七
六

一
万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
二
億
三

千
一
二
八
万
円
の
増
加
で
H
・
94
％
の

増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
が
1
1
・

71

％
の
伸
び
で
二
〇
億
九
千
四
六
〇
万

円
。
差
引
額
七
千
三
〇
一
万
円
と
な
り
、

統
合
中
学
校
建
設
事
業
の
継
続
繰
越
財

源
三
千
九
〇
〇
万
円
と
明
許
繰
越
額
五

二
〇
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
二
千

八
八
一
万
円
の
形
式
黒
字
と
な
り
ま
し

た
が
、
前
年
度
の
二
千
九
四
七
万
円
と

の
比
較
に
お
い
て
は
六
六
万
円
の
赤
字

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
実
質
単
年
度
収

支
は
、
五
千
九
三
三
万
円
の
積
立
金
が

あ
り
積
立
金
と
り
く
ず
し
額
四
千
五
〇

〇
万
円
を
除
き
一
千
三
六
七
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

前年度　19億3千
前年比較　　2億3千

訳内歳入

昭
和
5
3
年
度
会
計
決
算

区　　　　　　　分
昭和53年度 昭和52年度

収入額

前年対比

増減率収入額 構成比

1．市　　町　　村　税 135，605 6．3 123，555 9．9

2．地　方譲　与　税 22，767 1．1 21，628 5．3

3．自動車取得税交付金 19，359 0．9 14，930 29．7

4地　方　交付　税 917，672 42．3 797，926 15．0
5．交通安全対策交付金 500 436 146
6．分担金及負担金 59，695 2．7 51，575 15．7

7．使用料及手数料 亀679 0．4 α590 31．7
8．国　庫　支　出　金 262，003 12．1 251，461 4．2

9。県　　支　　出　　金 243，172 11．2 190，514 27．6
10．財　　産　収　　入 23223 1．1 47，405 △51．0

11．寄　　　附　　　金 0 0
12．繰　　　入　　　金 45，000 2．1 20，000 125．0

13．繰　　　越　　　金 60，377 2．8 30，567 97．5
14．諸　　　収　　　入 43，467 2．0 63，152 △31．2

15．町　　　　　　　債 326，100 15．0 316，600 3．0

計 2，167，619 100 1，936，339 11．9

◇
歳
入
構
成
比
は
、
市
町
村
税
、
地
方

交
付
税
等
の
一
般
財
源
が
5
0
・
6
彩
、

国
．
県
支
出
金
、
町
債
そ
の
他
の
特
定

財
源
が
4
9
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

地
方
交
付
税
を
始
め
、
国
庫
・
県
支
出

金
、
町
債
等
が
全
体
の
8
0
％
を
占
め
る

依
存
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
比
で
は
、
町
税
が
9
・
8
彩
の

伸
び
で
町
民
税
課
税
所
得
の
増
加
と
固

定
資
産
の
課
税
資
産
の
増
加
が
主
に
な

っ
て
い
ま
す
。
地
方
譲
与
税
の
5
・
3

彩
は
年
次
的
車
検
量
等
の
変
動
を
示
し
、

自
動
車
取
得
税
交
付
金
の
29
・
7
彩
は

異
状
な
新
規
と
更
新
量
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
庫
支
出
金
4
・
2
彩
、
県
支

出
金
27
・
6
勉
、
町
債
の
3
％
の
伸
長

は
年
次
的
継
続
事
業
の
農
業
基
盤
の
整

備
、
道
路
の
改
良
舗
装
、
統
合
中
学
校
、

駅
前
整
備
事
業
等
主
要
な
投
資
の
財
源

の
拡
充
を
示
し
て
い
ま
す
。

前年度118億7千696万円
前年比較　　　2億1千964万円

目的別歳出内訳

　　　区　分「
科　目

昭和53年度 昭和52年度

支　出　額

前年対比

増減率支出額 構成比

1．議　　　会　　　費 30，615 1．5 27，402 11．7

2．総　　　務　　　費 257，574 12．3 310，788 △17．1

3．民　　　生　　　費 153，215 7．3 146，835 4．3

4衛　　　生　　　費 89，034 43 67，271 32．4

5．労　　　働　　　費 11，370 0．5 11，130 2．2

6．農　林　業　　費 424，144 20．2 325，930 30．1

7．商　　　工　　　費 2，822 0．1 2，447 15．3

8．土　　　木　　　費 321，715 15．4 393，606 △18．3

9．消　　　防　　　費 74，228 3．5 53，043 39．9

1α教　　　育　　　費 553，048 26．4 416，433 32．8

11．災　害　復　旧　費 53，586 2．6 23，899 1242
12．公　　　債　　　費 123，250 5．9 97，178 26．8

13．予　　　備　　　費

計 2，094，601 100 1，875，962 11．7
（3）



（4）

◇
目
的
別
歳
出
の
状
況
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。
構
成
比
で
は
、
教
育
費
・
農

林
業
費
・
土
木
費
・
総
務
費
で
7
4
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
教
育
費
の
前
年
比
一

億
三
千
六
六
一
万
円
、
3
2
・
8
彩
の
増

は
統
合
中
学
校
の
校
舎
、
寄
宿
舎
等
の

建
設
費
が
主
要
な
も
の
で
す
。
災
害
復

旧
費
の
一
二
四
・
二
％
の
増
加
要
因
は

道
路
災
害
の
復
旧
と
農
林
道
災
害
復
旧

費
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
農
林
業
費

の
九
千
八
二
一
万
円
、
3
0
・
1
彩
の
増

は
主
に
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
、
特
定
農

山
村
事
業
等
、
地
域
の
開
発
施
設
の
充

実
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
性
質
別
歳
出
は
、
予
算
が
実
質
的
に

ど
の
よ
う
な
内
容
の
経
費
に
使
わ
れ
た

か
を
見
た
も
の
で
す
。
　
義
務
的
経
費

（
25
・
5
％
）
の
内
訳
で
は
、
職
員
の

給
与
、
議
長
・
区
長
な
ど
各
種
行
政
委

員
の
報
酬
等
の
人
件
費
が
前
年
比
5
・

5
％
増
の
1
6
彩
を
占
め
、
町
の
借
金
の

返
済
額
に
あ
た
る
公
債
費
が
5
・
9
％
、

扶
助
費
3
・
6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費

が
一
億
七
千
五
五
〇
万
円
、
2
1
・
1
彩

の
増
、
災
害
復
旧
事
業
費
が
二
千
九
六

八
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出歳質別性

区　　　　　　分
昭和53年度 昭和52年度

決　算　額

前年対比

増減率決算額 構成比

1．人　　件　　費 331，131 16．0 313，816 5．5

2．物　　件　　費 234，896 11．4 208，039 12．9

3．維持補修費 36，377 1．8 43，886 △17．1

4．扶　　助　　費 74，308 3．6 66，803 11．2

5．補　助　費　等 131，498 6．4 119，656 9．9

6．公　　債　　費 122，429 5．9 96，356 27．1

7．積　　立　　金 39，336 1．9 130，754 △69．9

8．投資及び出資金 1，479 0．07 2，156 △31．4

9．繰　　出　　金 38，534 1．9 37，674 0．2

1α　前年度繰上充用金

11．普通建設事業費 1，006，238 48．7 830，737 21．1

12．災害復旧事業費 52，236 2．5 22，159 135．7

13．失業対策事業費

計 2，068，462 100 1，872，036 10．5

套
8
s
§
§
§
s
8
s
§
3
き
馨
s
彗
s

町
税
の
徴
収
実
績

　
税
収
総
額
は
一
億
三
千
五
六
〇
万
円

で
前
年
度
に
比
較
す
る
と
一
千
二
〇
五

万
円
、
9
・
8
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

税
目
別
で
み
ま
す
と
、
住
民
税
が
前
年

比
1
4
・
1
彩
の
上
昇
と
な
っ
て
お
り
、

個
人
の
課
税
所
得
の
増
加
傾
向
を
示
し

市町村民税ll

α327万円1
　46．7％ジ』』

歳
入
総
額
の
6
・
3
％

一
億
三
千
五
六
〇
万
円

て
い
ま
す
が
、
法
人
税
割
は
法
人
数
の

減
少
に
依
り
8
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
．
固
定
資
産
税
の
増
加
率
は
1
3
・
5

％
で
家
屋
の
新
増
築
等
に
よ
る
課
税
資

産
の
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
．

ぐ・』』1㌧、、＼

たばこ消費税．

1，797万円
．．1　3．3％ジ・
こ』・．．・、、．』』・ン

固定資産税

4，208万円

3隆

軽自動車税→、9』’∴い、、

454万円二解瓢

　木材引取税→∵・・

　　　48万円鰯

町
債
（
借
入
金
）

現
在
高
は

合
計ご
二
億
三
〇
二
万
円

　
町
債
と
は
、
大
き
な
建
設
事
業
な
ど

の
た
め
に
し
た
借
金
で
昭
和
5
3
年
度
町

債
の
合
計
は
二
億
八
、
一
一
五
万
円
で

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
一
般
公
共
事
業
費
（
災
害
関
連
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
六
万
円

〇
一
般
単
独
事
業
債
（
町
道
・
特
別
豪

　
雪
対
策
事
業
）
六
、
一
九
三
万
円

○
辺
地
対
策
事
業
債
　
六
九
四
万
円

○
災
害
復
旧
債
　
　
　
八
九
三
万
円

○
過
疎
対
策
事
業
債
（
統
合
中
学
校
建

　
設
、
町
道
整
備
、
集
落
開
発
セ
ン
タ

　
ー
建
設
等
）

　
　
　
　
　
一
億
四
、
九
五
七
万
円

○
交
付
税
振
替
分

　
　
　
　
　
　
　
五
、
六
四
〇
万
円



（単位；干円）

表括総算決り男計会町代松度年35和昭お
金
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駆
年
度
主
要
支
出

○
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
施
設
整
備

会計別 区　　　分 予　算　額 決　算　額
予算額に対する

決算額比較増減

予算対

決算比

一般会計

歳　　　　　入 2，170，846，050 2，167，618，704 △3，227，346 99．9

歳　　　　　出 ，2，170，846，050 2，094，601，808 △76，244，242， 96．5

歳入歳出差引残額 0 73，016，896 翌年度へ繰越

国民健康

保　　険

特別会計

歳　　　　　入 362，553，000 370，012，489 7，459，489 102

歳　　　　　出 362，553，000 360，236，220△2，316，780 99．4

歳入歳出差引残額 0 9，776，269
基金繰入4，889，000

翌年度繰越4，887，269

国保診療

施　　設

特別会計

歳　　　　　入 44，766，000 44，576，594 △　　189，406 99．5

歳　　　　　出 44，766，000 44，154，885 △　611，115 98．6

歳入歳出差引残額 0 421，709 翌年度へ繰越

簡易水道

特別会計

歳　　　　　入 280，794，000 281，510，615 716，615 100．3

歳　　　　　出 280，794，000 275，103，397△5，690，603 98

歳入歳出差引残額 0 6，407，218 翌年度へ繰越

農業共済

特別会計

歳　　　　　入 45，057，000 39，256，995 △5，800，005 87．1

歳　　　　　出 45，057，000 37，036，979 △8，020，021 82．2

歳入歳出差引残調　　　　　o 2，220，016 翌年度へ繰越

　
事
業
（
除
雪
管
理
棟
・
雪
上
車
1
台

　
除
雪
ド
ー
ザ
ー
D
3
1
P
1
台
）

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
五
三
万
円

○
克
雪
対
策
費
（
冬
期
保
安
要
員
報
酬

　
1
7
名
分
・
機
械
修
繕
費
等
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
三
五
万
円

○
地
方
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
四
万
円

○
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
四
、
一
八
五
万
円

o
消
火
栓
器
具
格
納
箱
　
27
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
万
円

○
小
型
動
力
ポ
ン
プ
　
3
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
二
万
円

o
鳥
島
地
区
圃
場
整
備
事
業

　
（
6
・
2
㎞
・
送
水
管
ポ
ン
プ
一
式
）

　
　
　
　
　
　
　
四
、
九
八
六
万
円

○
室
野
地
区
圃
場
整
備
事
業

　
（
1
4
㎞
・
送
水
管
ポ
ン
プ
一
式
）

　
　
　
　
　
一
億
一
、
二
一
四
万
円

○
蒲
生
地
区
送
水
管
伏
設

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
九
一
万
円

o
町
単
農
業
基
盤
整
備
事
業

農
道
開
設
補
助
（
清
水
孟
地
莇
平
）

圃
場
整
備
補
助
（
2
2
件
・
1
2
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
六
六
三
万
円

o
蓬
平
・
南
部
農
免
農
道
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
九
五
六
万
円

○
林
道
整
備
事
業
（
田
沢
・
下
山
・
海

2，904，016，050 2，902，975，397 △1，040，653 99．96

2，904，016，050 2，811，133，289 △92，882，761 96．80

0 91，842，108

入
出
囎

　
　
　
　
棚

歳
　
　
歳
　
　
歳

総合計

　
老
）
　
　
　
　
八
、
五
〇
九
万
円

o
造
林
事
業
　
　
　
　
七
七
八
万
円

○
苧
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
一
二
万
円

○
特
定
農
山
村
振
興
特
別
対
策
事
業
’

　
（
蒲
生
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
・
竹
所

　
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
・
室
野
生
産
組

　
合
農
業
機
械
購
入
）

　
　
　
　
　
　
　
二
、
八
九
八
万
円

o
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
三
〇
万
円

o
農
村
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
一
、
六
一
二
万
円

○
道
路
改
良
・
舗
装

　
　
　
　
　
一
億
六
、
〇
一
、
一
〇
万
円

o
駅
前
整
地
　
　
　
一
、
六
八
六
万
円

o
高
校
整
地
　
　
一
、
一
四
二
万
円

○
国
・
県
道
整
備
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
九
九
万
円

○
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
七
〇
万
円

o
町
単
災
害
復
旧
（
1
8
ケ
所
）

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
六
九
万
円

○
中
学
校
統
合
校
舎
建
築

　
　
　
　
　
一
億
九
、
五
八
一
万
円

○
中
学
校
寄
宿
舎
建
築

　
　
　
　
　
一
億
三
、
四
六
〇
万
円

○
簡
易
水
道
等
施
設
整
備

峠
地
区
　
一
億
六
、
四
四
〇
万
円

海
老
地
区
　
　
二
、
八
八
○
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励
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崖雛灘めざ．て

⑦

　
子
ど
も
が
、
自
分
の
仕
事
に
喜
び
を

感
ず
る
と
き
と
い
う
の
は
、
①
そ
の
仕

事
が
り
っ
ぱ
に
で
き
あ
が
っ
た
と
き
、

②
そ
の
仕
事
が
家
族
に
役
立
っ
た
と
思

っ
た
と
き
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
親
は

と
き
ど
き
ほ
め
た
り
感
謝
し
て
、
　
「
自
・

分
の
仕
事
が
ー
ひ
い
て
は
自
分
が
役

立
っ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
喜
び
を
味

わ
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
遊
び
半
分
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
の

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
予
定
外
の
仕
事

で
、
そ
の
仕
事
の
も
つ
意
味
や
、
そ
の

仕
事
に
お
け
る
自
分
の
位
置
の
認
識
が

不
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
あ
る
た
め
で
す
。
そ

の
と
き
の
親
の
つ
ご
う
で
、
突
然
に
頼

む
仕
事
は
、
概
し
て
こ
う
な
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

稲かり
海老分校6年

中嶋健司

　
九
月
十
五
日
、
今
日
は
、
雨
が
降
っ

た
が
、
稲
か
り
に
行
っ
た
。
服
の
ま
ま

だ
と
、
寒
い
が
、
カ
ッ
パ
を
着
る
と
ほ

か
ほ
か
暖
か
か
っ
た
。
ぼ
く
は
稲
を
か

っ
て
も
、
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
稲
運
び
を
や
っ
て
い
た
。

　
と
つ
ぜ
ん
、
兄
の
晃
が
、
　
「
母
ち
ゃ

ん
、
お
れ
に
も
稲
の
結
び
方
を
教
え
て

く
ん
ね
か
い
］
と
言
っ
た
。
晃
が
教
え

て
も
ら
っ
て
い
る
と
、
何
だ
か
ぼ
く
も

教
え
て
も
ら
い
た
く
な
っ
て
「
母
ち
ゃ

ん
、
お
れ
に
も
教
え
て
く
ん
ね
か
い
］

と
た
の
ん
だ
。
教
え
て
も
ら
っ
て
、
さ

っ
そ
く
結
ん
で
み
た
。
す
る
と
、
ぼ
く

の
方
が
、
晃
よ
り
う
ま
く
で
き
た
。
母

ち
ゃ
ん
は
ぼ
く
を
ほ
め
た
。
晃
を
見
る

と
な
ん
だ
か
く
や
し
そ
う
な
顔
を
し
て

い
た
。

　
こ
う
し
て
、
ぼ
く
も
、
稲
か
り
が
出

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
う
、
母
ち
ゃ

ん
、
父
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
稲
を
、

か
れ
る
の
だ
。
こ
れ
で
学
校
の
稲
か
り

も
、
安
心
だ
と
思
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
十
日
後
、
稲
を
は
ぜ
場

に
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
よ
く
開

か
な
い
稲
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
稲
を
結

ぶ
と
き
に
、
稲
を
ち
ゃ
ん
と
分
け
な
い

か
ら
だ
。
分
け
な
い
稲
と
い
え
ば
、
ぼ

く
と
晃
し
か
い
な
い
。
ま
た
そ
の
日
、

分
け
方
を
正
式
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。

今
度
こ
そ
、
ぼ
く
も
、
や
っ
と
稲
か
り

が
、
上
手
に
な
っ
た
の
だ
。

　
来
年
は
、
今
年
の
何
倍
も
、
手
伝
え

る
よ
う
な
気
が
す
る
．

わらを

　はこんだこと

下山分校3年

宮沢英樹

　
か
あ
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
と
妹
の
る
み
子

と
み
よ
子
と
わ
ら
あ
つ
め
を
し
ま
し
た
。

は
じ
め
、
ぼ
く
が
る
み
子
に
わ
ら
を
わ

た
し
て
、
る
み
子
が
み
よ
子
に
わ
た
し

て
、
み
よ
子
が
か
あ
ち
ゃ
ん
に
わ
た
し

て
、
か
あ
ち
ゃ
ん
が
あ
つ
め
ま
し
た
。

わ
ら
が
ざ
ら
っ
ぽ
く
て
し
ご
と
が
、
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
よ
子
は
い
い
子

に
な
っ
て
し
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
と
る

み
子
は
ふ
ざ
け
て
い
ま
し
た
。
か
あ
ち

ゃ
ん
が
「
は
や
く
わ
ら
を
も
っ
て
こ
い
］

と
い
っ
た
の
で
「
あ
あ
い
凶
と
い
い
ま

し
た
。
ぼ
く
は
し
ご
と
を
し
て
い
や
な

気
も
し
た
け
ど
、
で
も
、
は
た
ら
い
て

い
て
い
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
し

ご
と
を
し
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。
か
あ
ち
ゃ
ん
が
「
き
ょ
う
の
夜
、

何
た
べ
る
四
と
き
い
た
の
で
、
ぼ
く
は

「
め
だ
ま
や
き
」
と
い
い
ま
し
た
。
か

あ
ち
ゃ
ん
は
に
こ
に
こ
し
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
も
に
こ
に
こ
し
て
い
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
め
だ
ま
や
き
の
で
き
る
の
を
に

こ
に
こ
し
て
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
み
よ

子
も
る
み
子
も
た
べ
た
い
げ
に
し
て
い

い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
う
ち
ゃ
ん
に
「
シ
ャ
ン
プ
ー
と
ポ

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
か
っ
て
こ
い
㎏
と
い

わ
れ
た
の
で
、
ぼ
く
は
「
あ
あ
い
凶
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幡

い
っ
て
が
ん
び
ろ
に
行
っ
て
か
っ
て
き

ま
し
た
。
か
あ
ち
ゃ
ん
が
「
い
ち
ど
に

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
た
べ
る
な
凶
と
い

い
ま
し
た
。
そ
し
て
ぼ
く
は
ポ
テ
ト
チ

ッ
プ
ス
を
し
ま
っ
て
お
き
ま
し
た
が
、

ぼ
く
も
み
よ
子
も
る
み
子
も
ポ
テ
ト
チ

ッ
プ
ス
が
食
べ
た
く
な
っ
て
た
べ
よ
う

と
し
た
ら
、
か
あ
ち
ゃ
ん
に
お
こ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

稲そい
寺田分校6年

井上　 清

　
第
二
期
の
稲
か
り
休
み
も
、

は
雨
で
助
か
っ
た
が
、

が
よ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
暑
い
。

一
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
日
目
は
天
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
む

　
　
　
　
　
「
こ
っ
け
に
む
し
暑
い
日
に

稲
そ
い
な
ん
て
や
だ
な
］
と
思
っ
た
。

　
兄
に
さ
そ
わ
れ
て
、
し
か
た
な
く
山

へ
行
っ
た
。
父
と
母
は
、
も
う
稲
を
か

り
は
じ
め
て
い
た
。

　
稲
集
め
か
ら
と
り
か
か
っ
た
が
、
少

し
か
ら
だ
を
動
か
す
だ
け
で
、
も
う
あ

せ
が
流
れ
て
く
る
。
今
日
の
稲
そ
い
は

骨
が
お
れ
そ
う
だ
．

　
稲
を
七
十
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
先
に
あ

る
耕
運
機
の
あ
る
所
ま
で
、
せ
お
っ
て

運
ぶ
の
が
、
ぼ
く
の
仕
事
だ
が
、
二
、

三
回
運
ん
だ
だ
け
で
、
暑
さ
に
ま
い
っ

て
し
ま
い
、
地
べ
た
に
す
わ
り
こ
ん
で

し
ま
い
た
く
な
る
。

　
そ
れ
で
も
、
せ
お
う
方
は
、
川
や
日

か
げ
が
あ
る
の
で
ま
だ
い
い
。
日
な
た

で
一
生
け
ん
命
手
を
動
か
し
て
い
る
父

や
母
は
、
も
っ
と
大
変
だ
ろ
う
。
　
「
暑

い
な
ん
て
い
っ
て
い
な
い
で
、
も
っ
と

が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
あ
つ
一

　
流
れ
る
あ
せ
を
も
の
と
も
せ
ず
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
、
　
「
ね
ら
、
休
も
う
じ

ゃ
］
と
父
の
声
が
し
た
。
　
「
ほ
う
1
四

と
気
が
ぬ
け
て
し
ま
っ
た
。

　
パ
ン
を
ほ
う
ば
り
、
ジ
ュ
ー
ス
の
か

ん
に
か
ぶ
り
つ
い
た
。
山
で
飲
む
ジ
ュ

ー
ス
の
味
は
か
く
べ
つ
だ
。
食
べ
た
り

飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
、
ひ
ろ
う
回
復

の
薬
だ
と
思
い
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
腹
に

つ
め
こ
ん
だ
。

　
「
も
う
ひ
と
が
ん
ば
り
じ
ゃ
凶
昼
休

み
の
時
間
を
楽
し
み
に
が
ん
ば
っ
た
。

　
今
日
の
稲
そ
い
は
、
苦
し
い
が
、
ど

う
に
か
や
り
通
せ
そ
う
だ
。
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「
お
は
よ
う
」
と

笑
顔
で
始
ま
る

　
　
　
楽
し
い
毎
日

醤礪
　
＞
1

み
ん
な
が
あ
い
さ
つ
を
か
わ
し
ま
し
ょ
う

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
…

、
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
・

禽遭

み
4
、
」
。
っ

　
．
二
ざ
e
よ
で

《
あお
“
6
ム
ノ

“

壽－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黛

青
少
年
健
全
育
成
・
明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語

　
　
　
東
頸
城
郡
優
秀
作
決
ま
る

　
六
月
、
み
な
さ
ま
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
き
、
町
の
優
秀
作
を
東
頚
城
地
域

青
少
年
対
策
推
進
協
議
会
の
審
査
に
提

出
い
た
し
ま
し
た
が
、
去
る
九
月
十
三

日
青
少
年
対
策
本
部
地
区
幹
事
会
に
お

い
て
審
査
さ
れ
、
東
頚
城
郡
優
秀
作
一

点
、
佳
作
二
点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
出
さ
れ
た
標
語
は
別
掲
の
と
お
り

で
、
松
代
町
で
は
中
学
生
の
部
と
高
校

生
の
部
で
優
秀
、
一
般
の
部
で
佳
作
に

選
ば
れ
、
青
少
年
健
全
育
成
・
明
る
い

家
庭
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
い
た
し
ま

し
た
。

　
優
秀
作
は
ス
テ
ッ
カ
ー
に
印
刷
さ
れ

郡
内
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
ま
す
．

　
　
　
　
会

青少年健全育成・明るい家庭づくり入選標語
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標
語
は
み
な
す
ば
ら
し
く
、
青
少
年

健
全
育
成
・
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
つ

い
て
的
を
得
た
作
品
で
す
。

　
地
域
に
お
い
て
、
家
庭
に
お
い
て
活

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

∬

∬亘皿

∬∬

や
り
が
い
の
あ
る

　
　
楽
し
い
青
春
を

　
　
　
　
　
　
自
衛
隊
で

自衛官募集

一
、
2
等
陸
・
海
・
空
士

　
受
付
…
…
常
時

　
18
才
以
上
～
2
5
才
未
満
の

　
男
子

一
、
防
衛
大
学
校
学
生

　
受
付
1
0
月
1
日
～
1
0
月
2
7
日

東頸城地域青少年対策推進協議

小学生の部

標　　　　　　　　　語 氏　　名 学　校　名 学年 性別

優秀 「ありがとう」小さい一言よい家庭 江口美恵子 浦田小学校 6年 女

佳作 一日一回家族そろ♂たのしい会話 赤沢義和 末広小学校 6年 男

佳作 たのしい…日　みんなえがおの夕ごは 上野よう子 大島小学校 2年 女

中学生の部

標　　　　　　　　　語 氏　　名

一　一一　　　　　一　一　一皿　』　一　一　　一　　一　』

　学校　名 学年 性別

優秀 悩まずに　友に家族に　すぐ相談 ノ1野島美恵子 松代中学校 1年

一
2
年

　女
惜　男

佳作 考えよう　親の放任　子の甘え 飯田正昭 大島中学校

佳作
「ただいま」とかえる姿に

　　　　　やきしいえがお
佐藤このみ 牧中学校 3年 女

高校生の部

　
　
高
卒
（
見
込
）
21
才
未
満
の
男
子

一
、
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　
　
受
付
　
1
0
月
1
日
～
1
0
月
27
日

　
　
高
卒
（
見
込
）
21
才
未
満
の
男
子

一
、
婦
人
自
衛
官
一
般
陸
・
海
・
空
士

　
　
受
付
　
1
0
月
1
日
～
1
0
月
2
0
日

　
　
1
8
才
以
上
～
2
5
才
未
満
の
女
子

一
、
婦
人
看
護
学
生

　
　
受
付
　
1
0
月
1
日
～
n
月
1
0
日

　
　
高
卒
（
見
込
）
2
2
才
未
満
の
女
子

※
詳
し
い
こ
と
は
役
場
又
は
高
田
募
集

　
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
T
E
L
O
二
五
五
⊥
三
1
五
二
七
）

　
　
内
線
三
六
二
と
三
六
三

秘
密
厳
守
・
無
料
で
す

心
配
ご
と
相
談

生
活
苦
・
家
庭
不
和
・
児
童
問

題
・
老
人
問
題
・
そ
の
他
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

相
談
下
さ
い
。

と
　
き
　
毎
週
金
曜
日

午
前
九
時
か
ら

十
［
時
半
ま
で

と
こ
ろ
　
松
代
　
少
林
寺

標　　　　　　　　　語 氏　　名 学　校　名 学年 性別

優秀 話し合おう今日のできごと悩みごと 井上初男 松代高等学校 3年 男

佳作
君には帰る家がある

　　　やさしくつつむ人がいる 滝沢伸一
安塚高校
松之山分校

1年 男

一般の部
標　　　　　　　　　語 氏　　名 住　所 性別

優秀 なにごとも聞こう語ろう親と子と 小山康次 大島村板山 男

佳作 先ず義務を次が権利の　人の道 石野政和 安塚町松崎 男

佳作 母の愛　父のきぴしさ家族の和 高橋　　渡 松代町室野 男
（71



蟻
　
㎜
灘
｝
…
灘
…
…
長
い
間
社
会
の
た
め
に

　
　
　
　
　
（
片
桐
山
・
屋
号
干
場
）

　
こ
の
六
人
の
方
々
に
は
敬
老
の
日
に

新
潟
県
知
事
の
祝
状
と
県
と
町
の
記
念

品
を
送
り
ま
し
た
。
特
に
万
羽
昂
さ
ん

は
過
去
三
年
間
一
度
も
お
医
者
さ
ん
に

か
か
ら
な
い
健
康
老
人
で
毎
日
飼
育
牛

の
草
刈
り
を
担
当
し
、
若
い
人
が
顔
負

け
す
る
元
気
さ
で
す
。

峠濁室室蒲蒲蒲孟池
　　野野生生生地尻

　
木
和
田
原

　
以
上
十
四
組
の
ご
夫
婦
に
は
君
知
事

か
ら
お
祝
い
の
色
紙
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

室
岡
清
次
・
室
岡
マ
ツ
ノ

若
月
為
雄
・
若
月
ハ
マ

山
岸
里
司
・
山
岸
コ
マ

山
岸
勝
重
・
山
岸
ミ
子

関
谷
信
四
郎
・
関
谷
ト
メ

斉
木
才
吉
・
斉
木
ミ
ヨ

佐
藤
福
栄
・
佐
藤
ノ
イ

藤
岡
菊
治
・
藤
岡
ミ
ヨ
シ

横
尾
好
和
・
横
尾
キ
ク
ノ

　
　
中
沢
重
市
・
中
沢
セ
キ

金
婚
天
婦
お
め
で
と
う

　
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
、
結
婚
さ

れ
て
か
ら
今
年
め
で
た
く
五
十
年
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町

池菅松松
尻刈代代

宮
沢
正
臣
・
宮
沢
リ
ャ
ウ

石
口
石
松
・
石
ロ
ヨ
シ
ノ

関
谷
民
次
郎
・
関
谷
幸
子

若
井
三
好
・
若
井
ウ
メ
ノ

の
健
康
老
人

　
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
老
人
の
医
療

費
問
題
が
き
び
し
く
見
直
し
が
論
議
さ

れ
て
い
る
な
か
で
松
代
町
の
次
の
二
十

六
人
の
老
人
は
、
昨
年
度
一
年
間
一
度

も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
な
い
七
十
才

以
上
の
健
康
老
人
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

会
沢
．
万
羽
昂
　
下
山
・
宮
沢
亮
一

田
沢
．
市
川
広
治
　
清
水
・
秋
山
幾
蔵

海
老
・
石
沢
昌
美
　
田
代
・
小
林
繁
由

諏
訪
峠
．
桜
沢
清
盛
　
寺
田
・
井
上
仁

作
　
竹
所
・
五
十
嵐
周
治
　
峠
・
牧
田

最
治
　
松
代
・
福
山
ス
イ
　
小
荒
戸
・

高
橋
キ
ノ
　
千
年
・
武
田
ト
ヨ
　
蓬
平

小
堺
ク
ニ
　
小
堺
シ
ゲ
　
小
堺
フ
ジ

小
堺
カ
ツ
　
小
堺
ツ
ル
　
犬
伏
・
柳
カ

ッ
　
孟
地
・
柳
キ
ク
　
山
本
オ
キ
　
田

野
倉
・
池
田
ヨ
シ
　
仙
納
・
室
岡
マ
ツ

奈
良
立
・
堀
川
ヒ
メ
　
室
野
・
草
村
ナ

イ
峠
．
牧
田
セ
キ
（
う
ち
蓬
平
で
は

五
人
の
健
康
老
人
が
で
て
お
り
ま
す
。
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊

　
ま
も
な
く
出
稼
ぎ
に
出
か
け
る
み
な

さ
ん
／
国
民
年
金
係
か
ら
年
金
に
つ
い

て
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
1

　
年
金
手
帳
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
ま
し

ょ
う
。

　
出
稼
先
の
職
場
に
出
向
い
た
ら
、
そ

こ
の
労
務
担
当
者
に
「
年
金
手
帳
」
を

必
ず
提

出
し
て

く
だ
さ

い
。
な

お
、

は
、

出
稼
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

年
金
に
再
び
加
入
す
る
人
も
事
業
所
名
、

所
在
地
、
加
入
年
月
日
喪
失
年
月
日
を

し
っ
か
り
と
記
録
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

あ
な
た
が
出
稼
し
て
厚
生
年
金
に
加
入

し
た
期
間
は
、
国
民
年
金
の
加
入
期
間

と
合
算
し
て
、
将
来
「
通
算
年
金
」
と

し
て
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民

国
民
年
金
係
か
ら
の
お
願
い

　
　
初
め
て
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
人

　
　
あ
な
た
の
年
金
手
帳
に
「
厚
生
年

金
の
記
号
番
号
と
加
入
年
月
日
」
を
記

入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
職

場
を
や
め
た
と
き
は
年
金
手
帳
に
あ
る

記
録
欄
に
、
勤
務
し
た
事
業
所
名
と
そ

の
所
在
地
な
ら
び
に
喪
失
年
月
日
を
忘

れ
ず
に
メ
モ
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
厚
生

年
金
の

届
は
そ

の
つ
ど

速
や
か
に
。

　
出
稼
先
の
職
場
で
厚
生
年
金
に
加
入

し
た
と
き
は
「
国
民
年
金
の
喪
失
届
」

を
、
ま
た
出
稼
ぎ
先
か
ら
戻
っ
た
と
き

に
は
、
　
「
国
民
年
金
の
加
入
届
」
を
そ

の
つ
ど
速
や
か
に
手
続
き
を
い
た
し
ま

し
ょ
う
Q

8

人口のうこき

10月1日現在

）
　
）
　
）
　
）

4
　
1
9
島
つ
σ

一
　
一
　
一
　
一

（
　
（
　
（
　
（

つ
U
R
》
Q
り
6

1
　
8
　
4
　
3

Q
ゾ
　
6
々
1
　
4

1
■
　
つ
0
　
つ
」
　
ワ
4

数
男
女
計

帯
口
世
人

6
　
ー
　
ワ
’

　
1
　
　
1

亡
出
計

死
転
減

　6

　8

14

生
入
計

出
転
増

戸
籍
の
窓
口
か
ら

九
月
受
付
分
（
受
付
順
）

蒔
つ
え
瀦

お
め
で
ζ
つ
朔
衡

萬
羽
　
清
・
萬
羽
洋
子
　
会
沢
　
水
上

千
葉
駿
・
山
田
ゆ
き
子
松
代
高
校

本
多
隆
道
・
小
堺
絹
子
　
儀
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
松
建
設

描
蓑
乃
奪

　
　
　
　
　
父
正
夫

小
堺
　
武
士
　
　
　
長
男
　
儀
明

　
　
　
　
　
母
美
恵
子
　
　
　
下
干
場

　
　
　
　
　
父
安
則

関
谷
美
希
子
　
　
　
二
女

　
　
　
　
　
母
美
智
子

米
持

　
　
父
定

文
博
　
　
　
長
男

　
　
母
と
し
子

井
上
さ
や
か

山
岸

父
太
平

母
雪
子
長
女

　
　
父
和
男

直
樹
　
　
　
長
男

　
　
母
美
代
子

樋
口
　
正
宏

お
く
や
み

（
死
亡
）

相村米山山
澤山持岸岸

チセ文弘ハ
ヨイ博道ル

鈴
木
九
二
郎

父
邦
幸

母
愛
子

二
男

肚
響

　
0
才

七
六
才

　松
伊代

　室
は野

助ば

寺
田
　
和
泉
屋

室
野
　
カ
ド
ヤ

　松
金代

ノk

蒲
生
た
ぜ
ん

蒲
生
　
旭
屋

室
野
　
は
ば

室
野
　
鉄
京

七
〇
才
菅
刈
う
え
の
や
ま

六
五
才
　
室
野
九
ぜ
ん



健
康
保
険
届
出
を
怠
る
と

お
医
者
さ
ん
は
迷
惑
、
あ
な
た
は
損
！

一
、
　
出
稼
先
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

　
る
方
は
、
お
と
し
よ
り
も
、
わ
す
れ

　
ず
に
扶
養
家
族
の
申
請
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
　
ま
だ
家
の
と
し
よ
り
は
医
療
費
は

　
無
料
だ
か
ら
健
保
に
入
れ
な
く
て
も

　
い
い
ん
だ
、
な
ど
と
勘
違
い
し
て
お

　
ら
れ
る
方
が
何
人
か
あ
り
ま
す
。

　
　
健
保
で
七
割
給
付
さ
れ
、
老
人
医

　
療
（
福
祉
）
で
三
割
給
付
さ
れ
る
か

　
ら
無
料
と
な
る
わ
け
で
す
。
で
す
か

　
ら
出
稼
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
　
出
稼
先
の
健
保
に
入
っ
た
ら
、
わ

　
す
れ
ず
に
役
場
社
会
課
国
保
の
窓
口

　
へ
届
け
出
す
る
よ
う
家
族
の
方
に
ご

　
指
導
く
だ
さ
い
。

　
　
届
出
の
際
は
必
ら
ず
印
か
ん
、
国

　
保
と
健
保
の
保
険
証
（
事
業
主
証
明

　
で
も
よ
い
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

三
、
　
あ
な
た
の
扶
養
家
族
が
お
医
者
さ

　
ん
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
一
日
も

　
早
く
医
療
機
関
に
も
、
そ
の
旨
国
保

　
と
健
保
の
書
変
え
の
届
け
出
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　
切
り
変
え
の
届
出
を
怠
る
と
資
格

　
が
事
業
所
の
健
保
に
う
つ
っ
て
も
、

　
国
保
へ
医
療
費
の
請
求
が
ま
い
り
ま

　
す
。
そ
の
場
合
は
国
保
に
は
資
格
が

　
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
全
額
あ

　
な
た
に
医
療
費
の
請
求
を
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
ね
が
い
ま

　
す
。

四
、
　
も
し
事
業
所
の
手
続
き
が
遅
れ
て

　
翌
月
の
五
日
以
降
に
健
保
の
保
険
証

　
を
家
族
に
送
る
よ
う
な
見
込
み
の
場

　
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
に

　
そ
の
旨
了
解
を
得
て
お
い
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
申
出
用
紙
へ
医
療
費
請
求
猶
予
依

　
頼
力
ー
ド
）
は
社
会
課
国
保
窓
口
へ

　
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
め
用
紙
を
使
用
し
て
申
し
出
の

　
あ
っ
た
者
に
限
り
医
療
費
の
請
求
は

　
翌
月
ま
わ
し
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う

　
に
町
内
の
お
医
者
さ
ん
方
に
は
ご
協

　
力
を
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。

囹
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会
議

　
　
　
　
の
開
催
に
つ
い
て

◎
日
時
　
十
月
十
八
日
　
午
前
九
時

◎
会
場
　
松
代
町
役
場
　
第
一
会
議
室

　
昨
年
の
リ
ー
ダ
ー
の
方
に
は
会
議
通

知
を
差
上
げ
ま
す
が
、
今
年
初
め
て
リ

ー
ダ
ー
に
な
ら
れ
る
方
は
通
知
が
な
く

て
も
出
席
し
て
下
さ
い
。

團
出
稼
者
名
簿
の

　
　
　
　
提
出
に
つ
い
て

　
リ
ー
ダ
ー
の
方
は
一
諸
に
行
か
れ
る

人
の
名
簿
を
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

　
自
由
業
・
縁
故
等
個
人
で
行
か
れ
る

人
も
行
き
先
を
係
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ

⑱

　
　
　
　
　
　
検
便
結

　
五
十
四
年
度
の
寄
生
虫
検
査
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
松
代
の
平
均
寄
生
率
は
、
二
・
三
六

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
四
十
八
年
度
は
、

七
．
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
の
で
比

較
す
る
と
三
分
の
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
部
落
別
に
み
ま
す
と
、
四
十
八

年
高
率
の
部
落
は
、
五
十
四
年
も
高
率

果
よ
り

　
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
有
卵
者
の
内
訳
は
、
鉤
虫
が
二
十
八

　
名
で
一
・
〇
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
姻
虫
が

　
十
名
で
O
・
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
鞭
虫

　
が
二
十
九
名
で
一
・
O
八
パ
ー
セ
ン
ト

　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
《
寄
生
虫
の
感
染
経
路
》

　
寄
生
虫
の
感
染
経
路
に
は
、
二
種
類

　
あ
り
ま
す
。
　
一
つ
は
、
口
か
ら
入
る
も

の
。
も
う
一
つ
は
、
手
や
足
の
皮
膚
か

ら
侵
入
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
鉤
虫
－
人
糞
肥
料
等
に
よ
り
畑
に
ま

か
れ
た
、
鉤
虫
卵
は
感
染
仔
虫
に
発
育

し
、
水
田
、
畑
に
ひ
そ
ん
で
皮
膚
面
の

汗
腺
、
脂
腺
な
ど
の
開
口
部
か
ら
侵
入

し
ま
す
。

　
蛆
虫
－
蜘
虫
卵
は
、
生
野
菜
や
漬
物

に
付
着
し
た
ま
ま
口
よ
り
体
内
に
入
り

ま
す
。

　
鞭
虫
－
蝸
虫
と
同
様
に
飲
食
物
に
よ

り
口
か
ら
体
内
に
入
り
ま
す
。

《
寄
生
虫
の
害
》

　
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
無
症
状
で
す
。

し
か
し
腸
内
に
寄
生
虫
が
い
れ
ば
、
貧

血
、
胃
腸
症
状
、
神
経
症
状
な
ど
が
お

こ
り
ま
す
。

《
寄
生
虫
予
防
に
つ
い
て
》

　
予
防
に
は
な
ん
と
言
っ
て
も
清
潔
が

第
一
で
す
。
食
事
前
、
用
を
た
し
た
後

の
手
洗
い
、
食
事
を
作
る
前
の
手
洗
い

を
す
る
事
が
大
切
で
す
。
生
野
菜
は
流

水
で
よ
く
洗
っ
て
食
べ
る
事
が
大
切
で

す
。
四
十
八
年
に
比
べ
、
蜘
虫
、
鞭
虫

は
非
常
に
へ
っ
て
い
ま
す
が
、
鉤
虫
は

ほ
と
ん
ど
へ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
手
や
足

の
皮
膚
か
ら
侵
入
す
る
鉤
虫
が
へ
っ
て

い
な
い
の
で
す
か
ら
、
素
足
で
田
に
入

っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
又
畑
仕
事
を

す
る
時
は
必
ず
手
袋
を
つ
け
る
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
薬
を
配
布
さ
れ
た
方
は
、
必
ず
飲
ん

で
下
さ
い
。
そ
し
て
、
二
～
三
週
間
位

の
間
に
も
う
一
度
医
師
の
と
こ
ろ
で
、

再
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。
そ
し
て
徹

底
的
に
退
治
し
て
下
さ
い
。
そ
う
し
な

い
と
糞
便
か
ら
田
畑
へ
、
田
畑
か
ら
野

菜
や
手
足
を
通
じ
て
口
か
ら
体
内
へ
と

い
つ
ま
で
も
寄
生
虫
は
へ
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
　
（
部
落
別
検
便
結
果
は
次
頁
へ
）

家庭づくり標語☆明る
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部落別検便結果
区分 対象人員 実施人員 実施率 有9階数 有卵率 S48年度

字名 人 人 ％ 人 ％ 有卵率
松　代 1，101 464 42．14 4 0．86 1．2

小荒戸 111 56 50．45 2 3．57 5．6

太　平 93 66 70．97 1 1．52 2．6

菅　刈 117 53 45．30 1 1．89 11．4
田　沢 98 58 59．18 3 5．17 0
小屋丸 25 18 72．00 0 0 0
池之畑 66 40 60．61 0 0 2．9

下　山 100 74 74．00 0 0 3．6

千　年 242 152 62．81 6 3．95 8．9

池　尻 55 42 76．36 1 2．38 21．7
会　沢 116 64 55．17 1 1．56 11．3
清　水 140 72 51．43 2 2．78 8．8

桐　山 76 37 48．68 1 2．70 3．4

蓬　平 227 111 48．90 5 4．50 15．8
東　山 20 14 70．OO 0 0 26．3
海　老 82 50 60．98 0 0 1．8

犬　伏 221 86 38．91 1 1．16 1．9

孟　地 70 42 60．00 0 0 2．4

片桐山 27 15 55．56 0 0 0
滝　沢 45 35 77．78 1 2．86 0
中　子 21 17 80．95 0 0 0
苧　島 85 39 45．88 1 2．56 5．6

田野倉 159 105 66．04 2 1．90 9．0

仙　納 80 38 47．50 2 5．26 14．9
田　代 93 59 63．44 2 3．39 10．9
莇　平 109 33 30．28 0 0 13．2
小　貫 40 26 65．00 0 0 21．1
諏訪峠 29 9 31．03 0 0 13．6
寺　田 125 75 60．00 2 2．67 18．7
名　平 37 14 37．84 0 0 7．4

蒲　生 298 116 38．93 5 4．31 6．9

儀　明 250 126 50．40 2 1．59 13．8
福　島 97 40 41．24 0 0 7．8

奈良立 46 30 65．22 0 0 7．7

室　野 490 258 52．65 2 0．78 4．2

竹　所 80 52 65．00 13 25．00 36．8
濁 27 22 81．48 0 0 「0

峠 139 57 41．01 1 1．75 14．8
木和田原 101 45 44．55 3 6．67 15．9
計 5，338 2，710 50．77 64 2．36 7．93
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潔
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潔
濾
潔
懸
潔
で
　
近
く
記
念
品
を
贈

潔
濾
潔
浜
派
呈
い
た
し
ま
す
。

和
四
十
六
年
度
よ
り
国

保
加
入
世
帯
で
被
保
険

者
と
な
っ
て
い
る
者
全

員
が
、
医
療
給
付
を
受

け
な
か
っ
た
世
帯
の
健

　
こ
の
調
べ
は
毎
年
三
月
三
十
一
日
現

在
で
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

一
「
　
右
期
間
内
に
国
保
税
等
の
滞
納
金

が
な
い
者
で
医
療
の
給
付
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
国
保
世
帯
に
対
し
て
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
報
償
す
る
。

　
本
年
の
該
当
者

◆
五
年
以
上
医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ

　
た
世
帯

　
柳
　
金
兵
衛
　
千
年
　
　
た
っ
ぽ

◆
三
年
以
上
医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ

　
た
世
帯

　
中
村
　
順
一
　
清
水
　
　
よ
そ
べ
い

　
山
岸
　
長
則
　
蒲
生
　
　
治
三
郎

　
佐
藤
　
幸
三
　
室
野
　
　
向
田

◆
一
年
以
上
医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ

　
た
世
帯

　
口高高鈴関杉

橋橋木谷

ク芳重耕
ラ松広策爾

市
川
賀
長
次

関
谷
　
吉
蔵

高
橋

ト
ラ

高
橋
栄
次
郎

万
羽
　
　
弘

秋
山
　
和
雄

寺
崎
　
　
正

寺
崎
　
正
義

小
堺
進
一
郎

松
代
松
代
松
代
小
荒
戸

田
沢
田
沢
千
年
千
年
千
年
会
沢
清
水
桐
山
桐
山
蓬
平

で
み
せ

じ
ん
ぜ
ん

な
り
た
や

し
ろ
え
ん

古
や
し
き

そ
で
ま
ご
き
ち

い
や
に
し

こ
ラ
つ
ぐ

ど
議
ノ
の
ま
え

か
じ
や

せ
い
ぜ
ん

作
二
郎

沖

山
本
　
貞
策

山
本
　
芳
雄

佐
藤
　
久
栄

柳
　
富
治
久

室
岡
　
茂
八

中
村
　
三
四

中
村
　
イ
子

山
岸
　
ヤ
イ

武
田
由
太
郎

山
岸
　
敏
行

仲
村
武
二
郎

佐
藤
　
正
尚

石
野
文
治
郎

犬
伏
犬
伏
滝
沢
苧
島
仙
納
田
代
田
代
寺
田
名
平
蒲
生
儀
明
竹
所
木
和
田
原

宮
の
下

芳
屋
重
屋
じ
え
ん

宮
の
脇

五
ぜ
ん

庄
ぜ
ん

東五
枚
田

中
町
じ
い
坂
口
さ
か
ぐ
ち

．
「
保
険
税
の
額
は
ど
の
よ
う
に
し
て

　
　
決
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
」

▲
医
療
費
が
ふ
え
る
と
自
動
的
に
保
険

税
が
あ
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
保
険
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
証
を
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
受
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
の
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
は
、
診
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
受
け
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
三
割
（
七

　
　
　
　
　
　
　
　
の

保険給付費
（7　割）

見霧負雑

国の補助金 保険税 一一部負担金

4万5千円 2万5千円 3万円

1∩1斤「qの瞑椿曹万1

○
才
以
上
の

老
人
の
場
合

は
公
費
で
負

担
）
、
国
が

四
割
五
分
、

残
り
の
二
割

五
分
を
保
険

税
で
負
担
し

ま
す
。

（
次
頁
に
続
く
）



　
か
り
に
医
療
費
が
十
万
円
か
か
っ
た

と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
診
療
を
受
け

た
本
人
が
三
万
円
を
一
部
負
担
金
と
し

て
お
さ
め
、
残
り
七
万
円
を
後
で
保
険

者
（
町
）
が
支
払
い
ま
す
。
こ
の
保
険

者
が
支
払
う
七
万
円
は
、
国
が
四
万
五

千
円
を
補
助
金
と
し
て
負
担
し
ま
す
が
、

残
り
二
万
五
千
円
は
保
険
税
で
賄
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
＼
ち

　
　
　
　
　
　
ペ
リ
レ
ト
ノ

　
　
　
⑫
総
P

「医療費負担」

←保険税

　2割5分

→者
割
　
3

患

之
ト
、

▽
、
、
（
￥
）

　
　
／
　
　
　
＼

個　4割5分

　
こ
の
た
め
医
療
費
が
、
ふ
え
れ
ば
ふ

え
る
ほ
ど
、
保
険
税
が
高
く
な
り
、
ふ

だ
ん
か
ら
丈
夫
で
医
者
に
か
か
っ
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
人
ま
で
が
高
い
保
険

税
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲
途
中
加
入
・
脱
退
の
場
合
の
保
険
税

　
転
入
等
で
年
度
の
途
中
で
国
保
に
加

入
し
た
と
き
は
加
入
し
た
月
か
ら
月
割

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
出
稼
で
社

会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
場
合
の
よ
う
に

途
中
か
ら
国
保
を
や
め
た
と
き
は
、
や

め
た
月
の
前
月
ま
で
の
分
の
保
険
税
が

月
割
で
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲
保
険
税
を
納
め
る
と
所
得
税
が
安
く

　
な
る
…
…
Q

　
国
保
の
保
険
税
と
し
て
納
め
た
金
額

は
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
所
得
税

計
算
の
際
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
税
金
も
少
く
な
り
ま
す
。

　
保
険
税
の
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

国保税は控除されます葡を・鰐

粛一、しょつ
斥
得

戸
医療費はみんなのもの

　　国保財政の健全化にご協力を〃

＼
葱灘
幾
η

　
　
　
　
　
U
α

／

劉魎
㌔、＞ノ

お医者さんを信頼しよう！

謹鰻

騨、

　
病
気
に
な
っ
て
診
療
を
受
け
て
も
直

接
世
帯
で
払
う
の
は
、
か
か
っ
た
費
用

の
三
割
で
す
み
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
と
、
多
額
の
治

療
費
を
支
払
わ
な
い
で
す
み
ま
す
が
、

と
も
す
る
と
安
易
に
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
年
々
医
療
費
は
増
え
る
一
方
で
、
国

保
の
台
所
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

「
注
射
を
し
て
ほ
し
い
凶
　
「
く
す
り
が

ほ
し
い
凶
と
ね
だ
っ
た
り
、
お
医
者
さ

ん
を
次
々
と
変
え
た
り
し
な
い
よ
う
に
、

そ
の
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
指
示
を
よ
く
守
る
こ

と
こ
そ
、
病
気
を
治
す
い
ち
ば
ん
の
近

道
な
の
で
す
。

時
間
外
診
療
は
慎
重
に

　
急
に
倒
れ
た
り
、
激
痛
に
お
そ
わ
れ

た
り
な
ど
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
と
き
は

い
た
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
が
、
深
夜
や

休
日
な
ど
の
時
間
外
診
療
は
で
き
る
だ

け
ひ
か
え
た
い
も
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
素
人
が
、
こ
の
病
気
は

放
っ
て
お
い
て
も
大
丈
夫
か
ど
う
か
な

ど
、
軽
が
る
し
く
判
断
す
る
こ
と
は
危

険
で
す
。
し
か
し
、
だ
れ
が
み
て
も
大

丈
夫
な
病
気
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
と
同
じ
よ
う
な
カ
ゼ
の
症
状
で

あ
っ
た
り
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
下
痢
な
ど
、
二
、
三
日
様
子
を
み
て
、

そ
れ
か
ら
診
療
を
う
け
て
も
決
し
て
手

遅
れ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。　
二
日
酔
い
や
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
夜
ふ
か

し
で
医
者
へ
と
び
こ
む
こ
と
の
な
い
よ

う
お
互
い
に
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

受
診
時
の

基
本
料
金

割
増
料
金

　
た
と
え
ば
、
気
軽
に
電
話
で
医
者
に

病
状
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
人
が
よ

く
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
場
合
で
も
、
一

回
三
三
〇
円
（
六
才
未
満
の
幼
児
は
四

三
〇
円
）
の
電
話
再
診
料
が
か
か
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
る
い
は
深
夜
・
休
日
・
時
間
外
に

受
診
す
る
と
、
基
本
料
金
の
ほ
か
に
次

の
よ
う
な
割
増
料
金
が
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m



乙
表

再 初

診 診 区

料 料

の六 六 の六 六
乳才 才 乳才 才
幼未 以 幼未 以
児満 上 児満 上 分

（
四
電 六 三

二
一
一
〇

基
本

三六 三 四 ○ 料

螂 O O
○
円
金

二
三
〇 円

窟
加
算割

五 ⊥
ノ＼ 時

O
O

○
O
　
R

間
外増

一　一

五
噌
八
休 料

8
○
○
　
円

日

三
＿
L
』
ノ￥

三
六
深 金

8
O
O
　
円
夜

（
注
）

L
　
深
夜
と
は
夜
の
一
〇
時
か
ら
翌
朝

　
六
時
ま
で
。
時
間
外
と
は
そ
の
病
院

　
診
療
所
に
掲
げ
て
あ
る
診
療
時
間
以

　
外
の
時
間
で
す
。
　
（
こ
う
い
う
時
間

　
に
電
話
で
問
い
合
せ
て
も
電
話
再
診

　
料
の
ほ
か
に
こ
う
い
う
割
増
料
金
が

　
か
か
り
ま
す
。
）

2。

内
科
加
算
と
は
二
回
目
以
後
の
受

　
診
の
際
に
処
置
と
手
術
を
行
な
わ
な

　
か
っ
た
場
合
に
割
増
料
金
が
か
か
り

　
ま
す
。

　
急
に
発
病
し
て
高
い
熱
が
で
た
り
、

突
然
は
げ
し
い
症
状
に
お
そ
わ
れ
る
よ

う
な
場
合
は
別
と
し
て
、
普
通
の
病
気

に
は
必
ず
な
ん
ら
か
の
前
ぶ
れ
が
あ
る

も
の
で
す
。

　
ど
う
も
様
子
が
お
か
し
い
、
と
い
う

と
き
は
必
ず
時
間
内
に
診
療
を
う
け
て

お
く
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ご
家
庭
で
医
療
費
を
や
り
く
り
し
て

お
ら
れ
る
の
は
主
と
し
て
奥
様
方
で
す
。

　
主
婦
の
皆
様
に
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
際

医
療
費
の
節
約
を
お
願
い
し
た
い
も
の

で
す
。

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
ち
ょ
っ
と
症
状
の
回
復
が
は
か
ば
か

し
く
な
い
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
他
の
お

医
者
さ
ん
に
移
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た

同
じ
病
気
で
二
人
三
人
も
の
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
人
も
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
こ
と
は
医
療
費
の
ム
ダ
づ

か
い
で
す
。
医
者
を
か
え
る
ご
と
に
同

じ
よ
う
な
診
療
・
検
査
・
処
置
・
投
薬

が
く
り
か
え
さ
れ
、
そ
の
た
び
に
医
療

費
は
二
倍
、
三
倍
に
ふ
え
ま
す
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
ク
ス
リ
の

飲
み
あ
わ
せ
の
関
係
で
近
年
い
わ
れ
る

副
作
用
な
ど
で
、
予
期
し
な
い
余
病
を

併
発
し
て
、
む
し
ろ
身
体
を
損
な
う
重

大
な
結
果
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎎

　
一
度
医
者
を
き
め
た
か
ら
に
は
、
そ

の
人
を
信
用
し
て
一
切
を
ま
か
せ
き
る

く
ら
い
で
な
い
と
良
い
人
間
関
係
は
生

れ
ま
せ
ん
し
、
治
療
の
効
果
も
生
じ
ま

せ
ん
。
“
ど
う
も
あ
の
医
者
の
や
る
こ

と
は
…
…
な
ど
と
疑
っ
て
ば
か
り
い
た

ら
、
治
る
病
気
も
治
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
歯
科
の
場
合
な
ど
で
も
、
入
れ
歯
を

入
れ
て
ど
う
も
う
ま
く
合
わ
な
い
、
痛

い
と
い
う
の
で
別
の
歯
医
者
で
作
り
直

す
よ
う
な
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
医

療
費
の
ム
ダ
使
い
で
す
。
入
れ
歯
を
作

っ
た
場
合
、
最
初
か
ら
き
っ
ち
り
合
う

と
い
う
こ
と
は
実
は
少
い
の
で
す
。
ぴ

っ
た
り
自
分
の
口
に
な
じ
む
ま
で
、
何

回
か
調
整
し
て
も
ら
っ
て
、
は
じ
め
て

自
分
の
義
歯
に
な
る
の
で
す
。

⑩
月
7
日
執
行

衆
議
院
議
員
選
挙

　
去
る
1
0
月
7
日
に
執
行
さ
れ
た
衆
議

院
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
93
・
3
3
％
で
、

前
回
昭
和
51
年
1
2
月
5
日
行
な
わ
れ
た

同
選
挙
の
投
票
率
86
・
4
5
彩
を
大
き
く

上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
松
代
町
の
候
補
者
別
得
票
数
は
次
の

　　　《　　　　《と
　　　投　　　有お
計女男票計女男権り
　　　者　　　者で
五二二数　　　数す
’”》五二二》o
　置一　m　　　　　　　 、　　　、　　　、

　
六
六
〇
人

　
八
四
四
人

　
五
〇
四
人

　
　
　
　
《
投
票
率
》

二
二
七
人
　
93
・
3
3
％

四
八
○
人
　
93
・
23
彩

六
五
七
人
　
93
・
屹
彩

高塚白

＿鳥93投
、　　　●　’西

　　　示莞寄率
二　　　は
冨修　（
示
＿
郡

　自内
　民
　ル　　　　　ロロ
　則
　）位
　　）

田
　
　
　
　
徹

一
、
五
九
五
票

川
　
勝
　
彦

　
㎜
、
〇
三
八
票

木
　
島

須
　
藤

喜
兵
衛

五
九
七
票

友
三
郎

一
八
蓋
示

（
自
民
前
）

（
無
所
属
新
）

（
社
会
前
）

（
共
産
新
）

無
効
票
　
三
四
票

郡内の候補者別得票数

安　塚 浦川原 松之山 大　島 牧

塚　　田 905 595 291 732 882

高　　鳥 1171フ
1，010 1，503 1，119 1，092

きじま 717 714 358 369 325

白　　川 1，214 881 1，251 457 825

須　　藤 48 62 278 21 50



　
恒
例
の
東
頚
城
郡
中
学
校
駅
伝
大
会

は
、
秋
晴
れ
の
九
月
二
十
日
郡
内
7
力

校
H
チ
ー
ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
Q　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
松
代
、
小
松
屋
さ

ん
前
を
ス
タ
ー
ト
に
ゴ
ー
ル
の
安
塚
町

役
場
入
口
三
叉
路
ま
で
の
全
長
三
三
・

五
五
㎞
を
9
区
間
に
分
け
て
競
わ
れ
た

も
の
で
す
。
沿
道
で
は
郡
民
の
方
々
の

盛
大
な
応
援
を
受
け
、
選
手
は
力
一
杯

の
力
走
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

松
代
中
学
校
A
チ
ー
ム
が
優
勝
、
同
B

チ
ー
ム
も
6
位
入
賞
の
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

《
成
　
績
》

優
勝
　
松
代
中
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
一
時
間
四
十
八
分
四
十
三
秒

2
位
　
松
之
山
中
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
一
時
間
四
十
九
分
十
八
秒

3
位
　
大
島
中
チ
ー
ム

　
　
　
　
一
時
間
五
十
分
三
十
一
秒

4
位
　
安
塚
中
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
一
時
間
五
十
一
分
十
秒

5
位
　
浦
田
中
チ
ー
ム

　
　
　
　
一
時
間
五
十
四
分

6
位
　
松
代
中
B
チ
ー
ム

　
　
　
　
一
時
間
五
十
四
分
四
十
一
秒

《
A
チ
ー
ム
出
場
選
手
名
》

高
橋
和
彦
・
佐
藤
純
一
・
中
村
　
浩
・

市
川
清
・
小
野
島
晃
・
若
月
英
樹
・

山
賀
健
一
郎
・
井
上
次
男
・
山
岸
正
広

《
B
チ
ー
ム
出
場
選
手
名
》

関
谷
浩
行
・
秋
山
淳
也
・
富
沢
正
彦
・

佐
藤
勝
広
・
高
橋
祐
之
・
小
堺
忠
夫
・

柳
　
利
家
・
片
桐
真
人
・
中
村
義
寛

醗
欝

懸
懸
潔
潔
潔

潔
潔
派
懸

　
　
　
　
　
　
潔
湊
潔
　
潔
渓
潔
湊
潔

　
　
　
　
＝
一
≡
…
…
読
書
の
秋
で
す
≡
一
≡
≡
…

秋
も
深
ま
り
、
“
灯
火
親
し
む
の
候
”
　
読
み
手
が
何
を
読
み
と
る
か
、

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
本
を
読
み
た
い
の
だ
が
、
な
か
な

か
暇
が
な
く
て
…
：
西
　
「
何
を
読
ん
だ

ら
よ
い
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
］
1

よ
く
聞
く
言
葉
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な

に
固
苦
し
く
考
え
な
い
で
、
ま
ず
一
冊

の
本
を
手
に
と
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

ひ
と
が
個
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
、

本
も
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

灘
濾
潔
潔
湊

　
懸
潔
懸
渓
潔
潔
湊
潔
潔

　
　
　
　
潔
潔
灘
潔
潔

　
　
　
　
　
潔
潔
潔
潔

潔
湊
潔
潔
潔
　
潔
潔
湊
潔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
が

読
書
で
あ
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

町
総
合
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
る
図
書
室

で
は
、
約
四
、
五
〇
〇
冊
の
図
書
が
皆

さ
ん
の
利
用
を
待
っ
て
い
ま
す
。
貸
出

し
は
所
定
の
用
紙
に
記
入
す
れ
ば
よ
く
、

一
週
間
ま
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金

　
　
　
加
入
者
で

出
稼
ぎ
さ
れ
る

　
　
　
皆
さ
ん
へ

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
と
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
ご
承
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
、
厚
生

年
金
に
加
入
す
る
と
自
動
的
に
農
業
者

年
金
の
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
す
る

と
い
う
こ
と
も
、
多
分
ご
存
じ
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金

に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
数
ケ

月
の
間
国
民
年
金
の
資
格
を
喪
失
し
ま

す
の
で
、
同
時
に
そ
の
間
は
農
業
者
年

金
の
資
格
も
喪
失
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
出
稼
ぎ
で
一
年

の
う
ち
数
ケ
月
農
業
者
年
金
の
資
格
を

喪
失
し
、
そ
れ
が
毎
年
続
き
ま
す
と
農

業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
期
間
が
少

な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
農
業
者
年
金
の

給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
事
態

も
生
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
年
金
を
も
ら
え
な
く

な
る
』
と
い
う
事
態
を
防
止
す
る
た
め

に
、
農
業
者
年
金
法
が
昭
和
五
十
年
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
出
稼
ぎ
で

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
き
は
、
そ
の

期
間
が
八
ケ
月
以
内
の
場
合
に
限
り
掛

金
を
掛
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
期

間
だ
け
は
空
期
間
と
し
て
通
算
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
改
正
法
の
適
用
を
受
け
る
た
め

に
は
、
毎
年
出
稼
ぎ
か
ら
帰
る
と
き
に

出
稼
ぎ
先
の
事
業
主
か
ら
勤
務
期
間
証

明
書
（
農
協
に
あ
り
ま
す
）
に
証
明
し

で
も
ら
い
、
農
協
に
そ
の
証
明
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
勤
務
期
間
証
明
書
は
、
す
み
や

か
に
提
出
し
な
い
と
そ
の
後
の
掛
金
を

何
ケ
月
分
か
掛
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

い
っ
た
事
態
も
生
じ
ま
す
の
で
、
出
稼

ぎ
で
厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

は
証
明
書
を
必
ず
も
ら
っ
て
、
帰
り
次

第
農
協
の
窓
口
に
提
出
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
、

　
な
お
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
農
協
の
窓
口
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働



ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
レ
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト

ぐ
〉
ぐ
ト
ぐ
レ
ぐ
〉
ぐ
ト
ぐ
〉
ぐ
ト
ぐ
〉
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
ト
ぐ
〉
ぐ
ト
ぐ

¶
月
2
日
午
前
9
時
～
午
後
4
時

¶
月
3
日
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
恒
例
の
町
文
化
祭
を
n
月
2
日
・
3

日
の
両
日
、
松
代
小
学
校
・
松
代
町
総

合
セ
ン
タ
ー
・
松
代
中
学
校
の
三
会
場

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
、
学
校
・
文
化
団
体
の
皆
さ

ま
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
盛

大
な
文
化
祭
に
し
た
い
と
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
文
化
祭
展
示
の
内
容
ば
次
の
よ
う
に

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
家
族
お
揃
い
で
観
覧
に
お
出
か
け

下
さ
い
。

◇
第
一
会
場
　
松
代
小
学
校
◇

○
平
百
合
会
（
蒲
生
お
ど
り
の
会
）

○
室
野
神
楽
保
存
会

○
犬
伏
裸
太
鼓
（
犬
伏
青
年
会
）

○
小
荒
戸
詩
吟
同
好
会

○
ア
メ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

一
階
・
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
作
品
展

二
階
・
町
学
童
作
品
展

　
　
　
（
町
教
育
振
興
会
）

　
　
・
園
芸
盆
栽
・
自
然
愛
護
展

　
　
　
（
園
芸
愛
好
会
・
自
然
愛
護
会
）

　
　
・
書
道
展
（
松
代
・
室
野
・
儀

　
　
　
明
書
道
会
）

三
階
・
松
代
小
学
校
児
童
作
品
展

◇
第
二
会
場
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
◇

玄
関
前
　
・
菊
花
展
覧
会

一
階
・
茶
会
（
松
代
お
茶
の
会
）

　
　
・
生
花
展
（
生
花
の
会
）

二
階
・
写
真
で
み
る
町
政
展

　
　
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
身
体
障
害
者

　
　
　
作
品
展

三
階
・
ぶ
な
の
会
美
術
展

◇
第
三
会
場
　
松
代
中
学
校
◇

　
一
階
・
町
婦
人
会
作
品
展

　
　
　
　
（
町
連
合
婦
人
会
）

　
二
・
三
階
・
中
学
生
作
品
展

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
芸
能
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

～
n
月
3
日
　
午
後
－
時
よ
り
～

～
会
場
　
松
代
中
学
校
体
育
館
～

「
出
場
予
定
グ
ル
ー
プ
」

o
つ
く
し
会

o
松
代
民
謡
会

○
民
謡
同
好
会

○
松
代
民
踊
会

（
お
ど
り
の
会
）

（
う
た
の
会
）

（
お
ど
り
の
会
）

（
お
ど
り
の
会
）

上
越
モ
デ
ル
定
住
圏
計
画

年
内
に
事
業
計
画
を
決
定

ア
ン
ケ
i
卜
調
査
に
こ
協
力
下
さ
い

　
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
三
全

総
）
の
定
住
構
想
を
具
体
化
す
る
た
め
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
定
住
圏
整
備

を
行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
圏
域
と
し
て
、

上
越
地
域
（
上
越
市
・
新
井
市
・
糸
魚

川
市
・
東
頚
城
郡
・
西
頚
城
郡
・
中
頚

城
郡
）
二
十
二
市
町
村
が
モ
デ
ル
圏
域

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
住
構
想
は
、
都
市
と
農
山
漁
村
を

一
体
と
し
て
自
然
環
境
・
生
活
環
境
及

び
生
産
環
境
を
総
合
的
に
整
備
し
、
大

都
市
へ
の
人
口
と
産
業
の
集
中
を
抑
制

し
住
民
の
地
域
定
住
を
進
め
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
計
画
の
大
綱
は
「
定
住
圏
整

備
構
想
」
　
「
定
住
圏
整
備
計
画
」
　
「
土

地
利
用
構
想
」
　
「
定
住
基
礎
条
件
整
備

水
準
」
の
四
項
目
か
ら
な
っ
て
お
り
、

又
定
住
圏
整
備
計
画
で
は
「
特
別
事
業

計
画
」
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
地
域
に

定
住
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
基
本

構
想
で
い
か
な
る
総
合
施
策
、
事
業
が

よ
い
か
が
検
討
さ
れ
、
今
年
度
内
に
計

画
策
定
が
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
こ
れ
ら
の

構
想
計
画
立
案
に
あ
た
り
圏
域
住
民
の

意
向
を
反
映
す
る
こ
と
で
、
近
々
「
住

民
意
識
調
査
」
が
上
越
圏
域
内
約
四
千

人
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
又
松
代
町
で
は
百
三
十
人
が

無
作
為
抽
出
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
計
画
が
ど
ん
な
形
で
、
ど
の
よ

う
な
特
定
の
課
題
を
捉
え
て
対
応
し
て

い
く
か
、
圏
域
住
民
と
し
て
関
心
が
も

た
れ
ま
す
。

嵐“　よ薬へ
　
も
斜

値

支
芸
藻

歌
の
屑
か
ご
よ
り
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下
山
　
古
　
稀
　
老

田
廻
り
て
稲
の
垂
穂
も
並
な
れ
ば

　
　
蹴
館
の
無
事
に
繊
い
あ
ら
じ
も

高
楼
に
酒
色
に
酔
え
し
人
も
あ
ら
む

　
　
黄
昏
れ
の
時
雨
に
濡
れ
て
稲
刈
る

　
　
　
こ
　
と
　
　
　
　
　
　
と
　
　
り
　
　
き

こ
の
年
も
事
故
な
く
収
穫
期
乗
り
切
り
ぬ

　
　
講
れ
る
子
ら
に
告
げ
な
む
と
思
う

こ
の
町
ゆ
新
し
き
鉄
路
に
ま
た
が
り
て

　
　
　
　
あ
が
　
　
　
　
と

　
　
都
の
吾
子
ら
訪
ふ
が
待
た
る
る

白
き
花
の
佗
び
し
き
色
を
嚇
み
つ
つ

　
　
隈
な
く
澄
め
る
秋
空
に
停
っ

秋
季
火
災
予
防
運
動

期
間
十
月
二
十
六
日

～
十
一
月
｝
日

統
一
標
語

錘
鋤
壁
爽
の
踊
癒
驚

　
本
年
も
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
上
越

地
方
一
帯
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
寒
さ
と
と
も
に
火
を
使

う
機
械
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
ご
家
庭

で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災
の
な

い
幸
せ
な
町
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

o
幼
児
や
老
人
だ
け
を
残
し
て
、
外
出

　
す
る
こ
と
は
極
力
さ
け
ま
し
ょ
う
。

○
幼
児
や
老
人
の
安
全
な
避
難
方
法
を

　
皆
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

○
寝
る
前
の
火
の
元
点
検
を
必
ず
行
な

　
う
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
さ
せ
な
い
よ
う
常
に
注
意
し

　
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
で
、
責
任

　
を
も
ち
、
そ
の
都
度
安
全
を
確
認
し

　
ま
し
ょ
う
。

〇
一
日
一
回
は
防
火
に
つ
い
て
反
省
し

　
ま
し
ょ
う
。


